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あなたにとっての京急を詩にしてみませんか？
「忘れられないあの日の車内アナウンス」「お父さん、3年前に見た三浦海岸の夕陽を覚えていますか？ あれから……」

京急沿線の思い出、お気に入りの電車や駅、車窓の風景など、『なぎさ』に掲載する詩を募集しています。

平
和
島
温
泉

私
が
子
ど
も
の
こ
ろ
、
母
と
平
和
島
温
泉
に
行
っ
た
。

大
広
間
で
母
は
歌
と
踊
り
を
し
た
。

い
つ
も
と
ち
が
う
母
の
姿
を
見
た
。

は
た
ち
を
す
ぎ
た
私
は

友
達
と
ま
た
平
和
島
温
泉
に
出
か
け
た
。

季
節
は
夏
だ
っ
た
。

プ
ー
ル
で
ピ
ン
ク
・
レ
デ
ィ
ー
の
歌
と
踊
り
を

は
し
ゃ
ぎ
な
が
ら
し
た
。

今
ま
た
京
急
で
平
和
島
温
泉
に
来
て
い
る
私
。

ゆ
っ
く
り
ゆ
ぶ
ね
に
つ
か
り
、

母
や
昔
の
私
を
思
い
出
し
、

気
が
つ
く
と
ほ
ほ
が
ゆ
る
ん
で
い
る
。

作
／
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
ち
ゃ
ぼ
こ

2



ロ
ー
カ
ル
の
地
・
三
浦
で
本
を
編
む

特
集 
三
崎
口
駅

三
崎
漁
港
そ
ば
の
商
店
街
に

小
さ
な
出
版
社
が
や
っ
て
き
た
。

そ
の
名
も
「
ア
タ
シ
社
」。

彼
ら
が
見
つ
け
た

ロ
ー
カ
ル
の
地
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
こ
と
と
は
？

3



急
久
里
浜
線
の
終
点
、「
三

崎
口
」
駅
か
ら
バ
ス
で
約
15

分
。
漁
港
に
ほ
ど
近
い
三
崎

銀
座
通
り
商
店
会
の
真
ん
中
に
、
小
さ

な
出
版
社
が
あ
る
。
そ
の
名
も
「
ア
タ

シ
社
」。
編
集
者
の
ミ
ネ
シ
ン
ゴ
さ
ん
と

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
三
根
か
よ
こ
さ
ん
夫
婦

が
営
む
、
三
浦
市
唯
一
の
出
版
社
だ
。

 

「
自
分
た
ち
が
い
い
な
、
と
思
っ
た
こ

と
を
本
に
し
て
い
き
た
い
」。
ミ
ネ
さ
ん

夫
婦
は
そ
ん
な
思
い
を
胸
に
、
独
自
の

視
点
に
よ
る
カ
ル
チ
ャ
ー
誌
な
ど
を
発

行
し
て
い
る
。

　

逗
子
を
拠
点
に
し
て
い
た
「
ア
タ

シ
社
」
が
三
浦
に
や
っ
て
き
た
の
は
、

２
０
１
７
年
12
月
の
こ
と
。
き
っ
か
け

は
、
横
須
賀
市
で
行
わ
れ
た
三
浦
半
島

の
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
。「
み
や
が
わ
ベ
ー

グ
ル
」
の
運
営
者
で
あ
り
、
三
浦
の
ま

ち
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
い
る
岩
崎
聖ま

さ

秀ひ
で

さ
ん
と
の
出
会
い
だ
っ
た
。
岩
崎
さ
ん

に
三
浦
を
案
内
さ
れ
、
三
崎
漁
港
で
働

く
人
た
ち
の
た
く
ま
し
い
姿
に
引
か
れ

た
と
い
う
ミ
ネ
さ
ん
は
、
の
ち
に
「
ア

タ
シ
社
」
の
事
務
所
と
な
る
建
物
の
た

三浦を愛し、三浦で好きなことをする

仕事場は2階。窓から心地よい潮風が流れてくる。学校帰りの
小学生が駆け上がってきて宿題を一緒にすることも。

京

もともとは船具店だった
「アタシ社」。築年数は
90年だという。

目
の
前
に
あ
る
老
舗
本
屋
「
三
崎
堂
書
店
」。
現
在
三
浦
市
に
は

２
軒
し
か
本
屋
が
な
く
、
貴
重
な
存
在
。
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た
ず
ま
い
と
立
地
に
一
目
ぼ
れ
。
拠
点

を
移
す
と
と
も
に
、
夫
婦
で
三
浦
に
移

住
し
た
の
だ
っ
た
。

 

「
決
め
手
と
な
っ
た
の
は
、
目
の
前
に

『
三
崎
堂
書
店
』
が
あ
る
こ
と
で
し
た
。

三
浦
の
魅
力
を
本
に
し
、
三
浦
の
本
屋

で
売
る
。
こ
こ
で
、
小
さ
な
経
済
を
つ

く
り
た
い
と
思
っ
た
ん
で
す
」

　

新
天
地
で
の
「
ア
タ
シ
社
」
第
１
弾

の
仕
事
は
、
写
真
家
・
有あ

り

高た
か

唯た
だ

之ゆ
き

さ

ん
が
、「
三
浦
で
生
き
る
人
」
を
テ
ー

マ
に
撮
り
続
け
た
作
品
を
一
冊
の
本
に

す
る
こ
と
だ
っ
た
。
三
浦
の
第
１
次
産

業
で
働
く
人
び
と
を
中
心
と
し
た
ポ
ー

ト
レ
ー
ト
は
、
ミ
ネ
さ
ん
夫
婦
が
思
い

描
く
〝
三
浦
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
〟

と
一
致
し
た
。『
南
端
』
と
名
付
け
た

写
真
集
は
、
目
の
前
に
あ
る
「
三
崎
堂

書
店
」
に
並
び
、
三
浦
の
人
び
と
に
歓

迎
さ
れ
た
。
20
冊
買
っ
て
く
れ
た
漁
師

さ
ん
も
い
た
と
い
う
。「
ま
ち
づ
く
り
を

し
て
い
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
、
自
分
が
好
き
な
こ
と
を
し
て
い
る

と
、
町
が
元
気
に
な
っ
て
い
く
感
覚
が

あ
り
ま
し
た
」
と
語
る
、
ミ
ネ
さ
ん
。

ミネさんは横浜、かよこさんは千葉生まれ。ベッドタウン生まれの二人だが、
この町はなぜか故郷のように懐かしさを感じる場所だそう。

都
内
に
打
ち
合
わ
せ
に
向
か
う
か
よ
こ
さ
ん
。「
三
崎
口
」
駅
か
ら
都
内
ま
で
は

京
急
線
で
約
90
分
。
東
京
か
ら
も
仕
事
の
依
頼
が
あ
る
二
人
に
と
っ
て
、「
三
浦

は
東
京
に
通
え
る
ギ
リ
ギ
リ
の
ロ
ー
カ
ル
！
」
だ
。

「三浦の人ってかっこいいものが好きだから」と、とこ
とんこだわって編集・製本した写真集『南端』。「普通
の写真集の 5 倍はいい紙。大手出版社ではできない
こと」。帯は、三崎に住んでいた小説家・いしいしんじ
さんによる。

写真集『南端』（有高唯之／アタシ社）3,500円（税別）
2018年 5月4日発売

2015年 4 月、逗子で創業。編集者である夫・ミネシンゴとデザイナー
である妻・三根かよこからなる夫婦出版社。美容文藝誌『髪とアタシ』
や30代のための社会文芸誌『たたみかた 』などを発行している。蔵書
室「本と屯（たむろ）」の営業日は Twitter（@hontotamuro）にて告知。

合同会社 アタシ社 http://www.atashisya.com/

ローカルの地・三浦で本を編む
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「本と屯」が大切にしているのは、“余白”。
「本を読む場所とは決めていません。無目的もいい。
この空間で自分の好きなことを見つけてもらえればうれしい」。

タ
シ
社
」
の
１
階
に
は
、
蔵

書
室
「
本
と
屯
」
が
あ
る
。

ミ
ネ
さ
ん
夫
婦
が
子
ど
も

の
頃
に
読
ん
だ
絵
本
や
仕
事
の
資
料
、

出
版
社
や
作
家
か
ら
の
寄
贈
本
を
含

め
て
約
２
５
０
０
冊
が
並
ぶ
空
間
だ
。

本
を
読
ん
だ
り
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た

り
、
宿
題
を
し
た
り
。
午
後
か
ら
日

が
暮
れ
る
ま
で
誰
で
も
自
由
に
入
れ
る

の
で
、
ま
る
で
路
地
に
い
る
ネ
コ
の
よ

う
に
、
み
ん
な
自
由
気
ま
ま
に
過
ご

し
て
い
る
。
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
日
は
、

「
マ
グ
ロ
」「
ネ
コ
」
そ
し
て
「
本
を

読
む
男
」
が
描
か
れ
た
の
れ
ん
が
軒
先

で
揺
れ
る
。

 

「
本
と
屯
」
は
、
ミ
ネ
さ
ん
夫
婦
の
仲

間
が
屯
す
る
場
所
で
も
あ
る
。
釣
り

好
き
が
高
じ
て
、
自
然
や
港
で
働
く

人
に
魅
せ
ら
れ
て
、
好
き
な
人
を
追
い

か
け
て

―
。
彼
ら
の
中
に
は
、
ミ
ネ

さ
ん
夫
婦
と
同
じ
よ
う
に
三
浦
に
移

住
し
て
き
た
人
も
。
う
ど
ん
店
や
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
に
移
住
相
談
所
。
彼
ら
も
ま

た
三
浦
を
愛
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
根
を
張

り
、
そ
の
暮
ら
し
を
楽
し
ん
で
い
る
。

「
ア

誰でも自由に屯
たむろ

できる蔵書室
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マグロ仲買人の父親を持ち、
三崎銀座通り商店会を遊び
場に育つ。今は商店会のト
レンド店のオーナーだ。

生粋の三浦っ子

尼
あ ま

野
の

 克
よ し

明
あ き

さん

E

空き家流通サービス「カリ
アゲ JAPAN」や「みやがわ
ベーグル」などの運営に携
わりながら、三浦に貢献。

アタシ社引っ越しのきっかけ

岩
い わ

崎
さ き

 聖
ま さ

秀
ひ で

さん
F

横須賀市でリノベーション
などを手掛ける大工。尼野
さんとともに「本と屯」の
内装を担当した。

「本と屯」の世界観をつくった

坪
つ ぼ

田
た

 忠
た だ

彰
あ き

さん

娘は「かもめ児童合唱団」
の最年少団員。娘が合唱の
レッスンをしている間、母
は「本と屯」でお店番。

水曜日は「本と屯」でお店番

武
た け

山
や ま

 茉
ま

紀
き

さん

ローカルの地・三浦で本を編む

 

「
ミ
サ
キ
ド
ー
ナ
ツ
」
の
オ
ー
ナ
ー
・

藤
沢
宏
光
さ
ん
は
、
ミ
ネ
さ
ん
夫
婦

を
は
じ
め
、
三
浦
に
移
住
し
て
き
た
彼

ら
の
こ
と
を
「
三
浦
の
希
望
」
と
い
う
。

「
一
人
ひ
と
り
の
好
き
な
こ
と
が
共
鳴

し
合
い
、
イ
ベ
ン
ト
が
生
ま
れ
、
三
浦

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
が
完
璧
で
な
く
て
も
い
い
ん

で
す
。〝
私
だ
っ
た
ら
こ
う
す
る
〟
そ

ん
な
思
い
が
ま
た
新
し
い
風
を
呼
ぶ
ん

で
す
か
ら
」。
藤
沢
さ
ん
も
14
年
前
に

三
浦
に
移
住
し
て
き
た
一
人
。
東
京
で

音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
し
て
い
た
こ

と
か
ら
、
地
元
の
合
唱
団
「
か
も
め

児
童
合
唱
団
」
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
、

２
０
１
６
年
に
は
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー

さ
せ
た
と
い
う
す
ご
腕
だ
。

　

先
日
、「
本
と
屯
」
で
は
、
軒
先
で

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
行
わ
れ
た
そ

う
。
農
家
の
方
が
差
し
入
れ
て

く
れ
た
三
浦
野
菜
の
お
い
し
さ

に
感
動
し
た
参
加
者
が
、
移
住

を
検
討
中
だ
と
か
。 

「
さ
あ
、

次
は
何
を
し
よ
う
か
」。
今
日

も
ミ
ネ
さ
ん
夫
婦
の
ま
わ
り
で

は
、
何
か
楽
し
い
こ
と
が
起
こ

ろ
う
と
し
て
い
る
。

三
浦
を
愛
す
る「
本
と
屯
」の
常
連
さ
ん

自然学校でさまざまな体験
活動をサポートしてきた経
験を生かし、自然と触れ合え
るゲストハウスをオープン。

三浦半島の自然を案内します！

成
な り

相
あ い

 修
おさむ

さん
A

食に興味があり、カメラマン
から農業を経てうどん店主へ
華麗なる転身。三崎に行列が
できるうどん店をつくった。

「うどん、おいしい」が聞きたくて

室
む ろ

越
こ し

 敦
あつし

さん
B

自身の経験を生かし、移住
相談所を開設。三浦移住者
のほとんどが安原さんの手
ほどきを受けている。

移住の相談はこちらまで

安
や す

原
は ら

 芳
よ し

宣
の り

さん
C

「かもめ児童合唱団」のプ
ロデューサー。釣りを愛す
るあまり三浦にたどり着き、
その日に家を購入。

三浦移住歴 14年の大先輩

藤
ふ じ

沢
さ わ

 宏
ひ ろ

光
み つ

さん
D

のれんのイラストは、ミネさんとかよこさんが大ファンだという吉田
戦車さんの描き下ろし。藤沢さんの紹介で実現した夢ののれん。

※🅐〜🅕次ページにマップあり7



A

C
B

D

E

三
崎
銀
座
通り
商店
会

26

日ノ出
（城ヶ島方面）

三崎港

日ノ出
（三崎口方面）

うらり

三崎公園

海南神社←
至 

三
崎
口
駅

「本と屯
たむろ

」の常連さんの
お店にも行ってみよう！

A

作家が住み、まぐろ漁船の船員
が宿にした家屋
由緒（!?）ある築80年の木造家屋から
生まれたB＆Bスタイルの宿。「三浦富
士・武山縦走ハイキング」など成相さん
によるガイドツアーも受け付け中。
●☎ 046-887-0574 ●住 三浦市三崎1-15-4
●営 チェックイン16：00〜21：00、チェックアウト
10：00、バーは18：00〜LO21：30 ※詳細は
HP(http://miurabase.com/ichi/) へ

おいしいマグロが
落ちてないかニャ～

Downtown
    of Miura

三崎口駅

三崎銀座通り商店会

三崎口駅から京急バス2番のりば
「三崎港」「通り矢」「城ヶ島」「浜諸磯」
行きに乗車、「三崎港」下車すぐ

三崎銀座通り商店会へのアクセス

本と屯
雀家

まるいち食堂

成相修さんの

かじめ

朝日らーめん

Misaki.Factory
三崎堂書店

朝日が気持ちよく

差し込む部屋

「komorebi」

( 定員2名)

bed＆breakfast ichi

中華牡丹
ミサキプレッソ

26

東京湾
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ローカルの地・三浦で本を編む

E

C

時計店をリノベーションしたカフェ。
2 階は30席。オープンスペースで
ライブを開催することも。ドーナツ
は大きくて食感モチモチ。

●☎ 046-895-2410 ●住 三浦市三崎 3-3-4 ●営 11：00 〜17：00（土・日曜日は10：
00〜18：00 ）※季節により変更があります ●休 無休

ひとつひとつ手作りした
ふわふわのドーナツ

常時20種類ほど
そろうドーナツ。
季節限定の商品も。

尼野克明さんの

古き良き明治、大正、昭和の
アンティークが並ぶ
ノスタルジックな店

古道具 ROJI

宝探し気分で、お気に入りを見つけよう。移住相
談受付の他、商店街の情報も提供してくれる店
主の安原さん。街歩きの最初に立ち寄りたい店。
●☎ 090-8946-7867 ●住 三浦市三崎2-12-10 ●営 12：00
〜18：00  ●休 月・火曜日（祝日の場合は営業）

一番人気は、レモンとナンプラーが
食欲をそそる「パクチーマグロう
どん」。手打ち麺はコシと弾力たっ
ぷり。他、三浦野菜の素揚げをのせた夏限定の「ス
パイシーカレーうどん」もオススメ。

●☎ 04 6 - 8 81-38 8 0 ●住 三浦市三崎 3-5-1 ●営 12：00〜
LO14：00、17：00〜LO19：00 ●休 火・水・木曜日 ●料 パクチー
マグロうどん900円

ツナとパクチーたっぷり
エスニック風ぶっかけうどん

饂飩（うどん）はるかぜB

グレーズドーナツ
185円他

インテリア好き必見の
壁紙ショップ

「三崎港」バス停を降りてすぐ
にある、蔵づくりのお店。店主
の尼野さんがセレクトした世界
中から集めた壁紙に、心躍る。

壁紙屋
good day house

●☎ 090-4527-0184 ●住 三浦市三崎
4-8-9 ※営業は土・日曜日のみ 、ご来店
の際はお問い合わせください

三崎口駅から車で約10分。宮
川町の小さな港のそばにある
ベーグル店。ビーツやニンジン
のジャム、新鮮なツナなど、具
材はヘルシー＆ボリューミー。
●☎ 050-3748-3850 ●住 三浦市宮川
町11-28 ※営業は土・日曜日の10：
00〜15：00のみ、売り切れ次第終了

地産地消にこだわって
小麦も野菜もすべて三浦産

みやがわベーグルF
岩崎聖秀さんの

D MISAKI DONUTS
三崎本店

藤沢宏光さんの

安原芳宣さんの

室越敦さんの

F
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上／視界 360°のパノラマの海を再現し
た「京急油壺マリンパーク」の大回遊水
槽は、開業時から人気。現在はオオメ
ジロザメなどが泳ぐ。下／海水浴客でに
ぎわう三浦海岸。砂浜は歩くのが困難
なくらいの人出だったという。海の家も
所狭しと並んだ。

の
水
族
館
」。
こ
れ
ま
で
に
な
い
、
魚
を
自

然
の
ま
ま
の
生
態
で
観
察
で
き
る
水
槽
や
、

シ
ョ
ー
仕
立
て
の
水
槽
が
話
題
を
呼
ん
だ
。

ち
な
み
に「
京
急
油
壺
マ
リ
ン
パ
ー
ク
」は
、

ご
成
婚
前
の
秋
篠
宮
ご
夫
妻
が
訪
れ
た
ロ

イ
ヤ
ル
デ
ー
ト
の
地
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
お
二

人
が
召
し
上
が
っ
た
シ
ー
フ
ー
ド
カ
レ
ー
は
、

若
い
カ
ッ
プ
ル
が
こ
ぞ
っ
て
食
べ
た
と
か
。

　

現
在
14
ほ
ど
あ
る
三
浦
半
島
の
ビ
ー

チ
。
今
年
の
夏
は
、
ど
ん
な
ド
ラ
マ
が
生

ま
れ
る
だ
ろ
う
か
。

２
次
世
界
大
戦
中
は
日
本
軍

の
要
塞
地
帯
と
化
し
て
い
た

三
浦
半
島
。
戦
後
に
開
放
さ

れ
る
と
、
行
楽
地
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
京
急
電
鉄
は
、
行
楽
客
の
利
便

性
を
図
る
べ
く
、
１
９
４
９
年
、
品
川
～

浦
賀
駅
間
で
「
休
日
ハ
イ
キ
ン
グ
列
車
」

の
運
行
を
開
始
。
そ
の
後
も
三
浦
半
島
一

周
定
期
遊
覧
バ
ス
「
さ
ざ
な
み
号
」
を
運

行
す
る
な
ど
、
三
浦
半
島
の
旅
客
誘
致
に

力
を
注
い
だ
。
56
年
に
は
久
里
浜
以
南
へ

の
路
線
延
長
計
画
が
立
ち
上
が
り
、
63

年
に
京
浜
久
里
浜
（
現
・
京
急
久
里
浜
駅
）

～
野
比
駅
（
現
・
Ｙ
Ｒ
Ｐ
野
比
駅
）
間
が

開
通
。
そ
の
先
に
三
浦
海
岸
駅
が
誕
生
し

た
の
は
、
66
年
７
月
７
日
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

京
急
電
鉄
は
三
浦
海
岸
駅
の
開
業
に

先
駆
け
て
、
横
須
賀
市
と
三
浦
市
に
ま
た

P
A
S
T
 O
F
 K
E
I
K
Y
U

15

京
急
電
鉄
の
謎

京
急
の
い
ま
・
む
か
し
シ
リ
ー
ズ 

三
浦
半
島

第

京急電鉄と三浦の歩み
History of KEIKYU&MIURA

・1968（昭和 43）年
「京急油壺マリンパーク」開業

・1975（昭和 50）年
「三崎口」駅開業

・1966（昭和 41）年
「三浦海岸」駅開業

「青いデートナ・ビーチ《三浦海岸》
へ品川から70分！」とうたうポスター。

三
浦
海
岸
に

フ
ロ
リ
ダ
の
デ
ー
ト
ナ・ビ
ー
チ
現
る

が
る
約
８
㎞
の
海
岸
線
を
「
三
浦
海
岸
」

と
し
、
海
水
浴
客
誘
致
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
大
々
的
に
行
っ
た
。
当
時
は
フ
ロ
リ
ダ

半
島
の
形
に
似
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
た

三
浦
半
島
。
藤
沢
の
片
瀬
海
岸
が
〝
東
洋

の
マ
イ
ア
ミ
ビ
ー
チ
〟
な
ら
、
三
浦
海
岸

は
〝
フ
ロ
リ
ダ
の
デ
ー
ト
ナ
・
ビ
ー
チ
〟。

テ
レ
ビ
や
新
聞
に
「
青
い
デ
ー
ト
ナ
・
ビ
ー

チ
《
三
浦
海
岸
》」
の
文
字
が
躍
り
、「
三

浦
海
岸
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
、
三
浦
海
岸
は
一
躍
人
気
ス

ポ
ッ
ト
に
。
71
年
に
は
約
４
０
０
万
人
の

海
水
浴
客
が
三
浦
海
岸
を
訪
れ
、
マ
リ
ン

ス
ポ
ー
ツ
を
謳お
う

歌か

し
た
と
い
う
。

　

一
方
、
三
浦
半
島
に
あ
っ
て
、
京
急
電

鉄
が
手
掛
け
た
も
う
ひ
と
つ
の
レ
ジ
ャ
ー
ス

ポ
ッ
ト
が
、
「
京
急
油
壺
マ
リ
ン
パ
ー
ク
」。

68
年
に
開
業
し
、
今
年
で
50
周
年
を
迎
え

る
。
モ
ッ
ト
ー
は
「
新
し
い
、
未
来
指
向

参考文献／『京浜急行百年史』（京浜急行電鉄株式会社発行）
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FUTURE OF KEIKYU

日本初の高架下タイニーハウス！

ノ
出
町
駅
か
ら
大
岡
川
沿
い
を

歩
く
と
、
京
急
線
の
高
架
下
に
、

ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
が
５
台
並

ん
で
い
る
。
移
動
で
き
る
住
居
「
タ
イ
ニ
ー

ハ
ウ
ス
」
だ
。
タ
イ
ニ
ー
ハ
ウ
ス
と
は
、
そ

の
名
の
通
り
「
小
さ
な
家
」
の
こ
と
。
必

要
最
低
限
の
モ
ノ
だ
け
を
所
有
し
て
シ
ン

プ
ル
に
暮
ら
す
ス
タ
イ
ル
だ
。

　

今
年
４
月
、
未
来
の
住
ま
い
方
を
提
案

す
る
Ｙ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｉ
が
、
京
急
電
鉄
と

連
携
し
、
日
ノ
出
町
の
高
架
下
に
複
合
施

設
「T

inys Yokoham
a H

inodecho

」

を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
設
置
さ
れ
た
５
棟
の

う
ち
３
棟
の
タ
イ
ニ
ー
ハ
ウ
ス
は
ホ
ス
テ

ル
。
コ
ン
パ
ク
ト
な
室
内
に
は
、
４
人
用

の
ベ
ッ
ド
、
シ
ャ
ワ
ー
と
ト
イ
レ
、
寝
食

に
必
要
な
最
低
限
の
家
具
、
そ
し
て
コ
ー

ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
が
一
つ
。
寝
泊
ま
り
す
れ

ば
、
ト
レ
ー
ラ
ー
で
移
動
し
な
が
ら
暮
ら

し
て
い
る
よ
う
な
非
日
常
感
を
味
わ
え
る
。

 「
タ
イ
ニ
ー
ハ
ウ
ス
は
ロ
マ
ン
！
」
と
語
る
、

Ｙ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｉ
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・

相
馬
由
季
さ
ん
は
、
こ
う
説
明
す
る
。「
こ

う
し
た
住
ま
い
方
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後

の
ア
メ
リ
カ
で
広
ま
り
ま
し
た
。日
本
で
も
、

東
日
本
大
震
災
を
機
に
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
豊
か
さ
を
見
つ
め
直
す
な
か
で
、
タ
イ

ニ
ー
ハ
ウ
ス
が
体
現
す
る
『
持
た
な
い
暮
ら

し
』
が
、
多
く
の
人
の
心
を
つ
か
ん
だ
の
だ

と
思
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
空
間
に
持
ち
込

め
る
の
は
、
暮
ら
し
に
最
低
限
必
要
な
モ
ノ

だ
け
。一
度
泊
ま
っ
て
み
る
と
、自
分
に
と
っ

て
本
当
に
大
切
な
モ
ノ
は
何
な
の
か
、
考
え

る
き
っ
か
け
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」。

　

ホ
ス
テ
ル
の
隣
に
は
、
宿
泊
者
に
限
ら

ず
利
用
で
き
る
カ
フ
ェ
ラ
ウ
ン
ジ
と
水
上

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ

る
。
大
岡
川
で
Ｓ
Ｕ
Ｐ
（
ス
タ
ン
ド
ア
ッ

プ
パ
ド
ル
ボ
ー
ド
）
を
楽
し
み
、
カ
フ
ェ

ラ
ウ
ン
ジ
で
ビ
ー
ル
を
一
杯
、
飲
み
足
り

な
け
れ
ば
、
日
ノ
出
町
の
に
ぎ
や
か
な
繁

華
街
に
足
を
運
ん
で
も
楽
し
そ
う
。

 「
カ
フ
ェ
ラ
ウ
ン
ジ
で
は
、 〝
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
、暮
ら
し
、移
動
〟な
ど
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
し
た
映
画
上
映
会
や
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
先

日
、
タ
イ
ニ
ー
ハ
ウ
ス
を
テ
ー
マ
に
開
催

し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
語
り
尽
き

な
く
て
思
わ
ず
宿
泊
。
宿
泊
棟
の
テ
ラ
ス

で
朝
ま
で
語
り
合
う
お
客
さ
ま
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
」（
相
馬
さ
ん
）

　

旅
行
者
や
地
元
の
ひ
と
が
集
う
、
水
辺

の
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
。
い
ま
の
暮
ら

し
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
に
い
か
が
？

日

– いま、見えてくる京急沿線の未来 File.15–

YADOKARI 株式会社

日ノ出町発、“持たない暮らし”のススメ

移動する暮らし コミュニティー

ホステルは、 1人1泊3,600円～。
1棟貸し切りの場合、1万8,000
円～。高架下にありながら、戸
を閉めるとたちまち静かな空間
に。水上アクティビティーステー
ションには、更衣室、シャワー、
ロッカーがある。カフェラウンジ
の名物メニューはハンバーガー。
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ひ と 駅 ご と に 行 き た い ま ち

かつての漁師町にアートの風吹く

普 通 電 車 の 旅
vol.59

運転免許試験場でおなじみの鮫洲は、江戸時
代、将軍に魚介を献上する「御

お

菜
さい

肴
さかな

八
はち

ヶ
が

浦
うら

」
のひとつに数えられた由緒ある漁師町だった。
2015年にはアーティスティックなゲストハウ
スが誕生し、海外からのバックパッカーがちら
ほら。時代の名残と新しい風が共存する街。

鮫洲駅 編
さめ  ず

京 急 線 　

１ 今年は8月10・11・12日が八幡神杜の例大祭
2 旧東海道は江戸時代から変わらぬ道幅
3 外国人に道を尋ねられる可能性アリ
4 勝島運河沿いは夕涼みにおススメ
5 運転免許試験場では有名人に遭遇することも!?

E

F

D

B

C

15

第
一   

京
浜

海
岸
通
り

至 

青
物
横
丁

至 

立
会
川

鮫　 

洲

警視庁鮫洲
運転免許試験場

しながわ花海道

大井
公園

420旧
東
海
道

01

鮫洲運動公園

鮫洲入江広場

京浜運河

勝島運河

316

散歩のメッカ、
しながわ花海道

玩具や文具などの
京 急オフィシャルグッズが
購入できる。 鉄道ジオラマや
運転台の展示もあり、
子どもから大人まで楽しめる！

●☎ 03-5796-6183 ●営 11：00～
16：00（土・日・祝日は18：00まで）
●休 月曜日（祝日の場合は営業、
  翌日休み） ・年末年始

●☎ 03-6433-2911
●営 11：30～13：30、17：00
～LO22：00●休 日・祝日他

●☎ 03-3471-1322 ●住 品川区東大井1-
25-3 ※詳細は HP（http://www.iwatama
ru.com/）をご確認ください

代々漁師だった岩田家が、一度は
陸に上がったものの「海が忘れら
れない」とはじめた船宿。釣り船
は揺れが少ない大型船で、初心者
も安心して楽しめる。結婚式の２
次会などに利用できる屋形船も。

　船宿 いわたC

免許取得の申請書などを
代筆してくれる代書屋は、
鮫洲ならでは。昭和50年頃
までは、駅前に 20軒以上
  並んでいたという。

漁師町のおもかげが
残る勝島運河。
今は羽田を行き交う
飛行機の姿も。

PhotoSpot 01

おとどけいきゅう
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「#京急なぎさ」をつけてインスタグラムに投稿しよう。
京急の公式アカウント（@keikyu_official）も要チェック！

フォトスポット
発見！

明るい窓口です

鮫洲駅

佐
さ

藤
と う

  修
しゅう

さん

窓口で尋ねられるのは、たいてい免許試験場
かゲストハウスへの行き方です（笑）。2本の
電車がすれ違うベストショットを撮影したい
ときも、ぜひ窓口で時刻をお尋ねください！

第
一   

京
浜

至 

立
会
川

大井
公園

●☎ 03-3450-6602 ●住 品川区東大井1-24-7
●営 8：00〜20：00 ●休 日曜日・年始 ●料 ピザ風
スパゲティ 1,100円

昔ながらの喫茶店。一番人気は、
ゴーダチーズとナチュラルチーズが
絡まる「ピザ風スパゲティ」。店主の
久野隆子さんお手製のトマトソース
は創業以来38年変わらぬ味。

　D
ディー

. A
エー

. T
ティー

D

●☎ 03-3765-2288 ●住 品川区東大井1-19-10 ●営 カフェ
バー 15：00〜23：00 ●休 無休 ※宿泊等の詳細はHP（http:
//www.artnshelter.com/ ）をご確認ください

デジタルアートや写真など現
代アートが展示されたゲスト
ハウス。サイケデリックな地下
室は、まるで大人の秘密基地。
カフェバーはウイスキーとカ
クテルが充実。

　A
アーテン

RTnS
シェルター

HELTERF

●☎ 03-3474-0505●住 品川区東大井4-1-10 ●営 8：00〜19：00
（木曜日は17：00まで）●休 土・日・祝日、8月4〜12日、年末年始
●料 五風十雨 1,296円／ 1kg

仙台藩主伊達政宗公が、江戸在勤の家来のために
つくった味噌醸造所。戦時中は横須賀の海軍にも
味噌を提供していた。働く男たちを支えた辛口の
仙台味噌、一度ご賞味あれ。

　八木合名会社 仙台味
み

噌
そ

醸造所A

●住 品川区東大井1-20-10

江戸時代から漁師たちに信仰された鎮守。
例大祭で午前3時に宮みこしが発

はつ

御
ぎょ

する
のは、担ぎ手であった漁師の生活時間に
合わせたものではないかといわれている。
祭の3日間は、町が熱気で包まれる。

　八幡神杜（通称：鮫洲八幡神杜）B

天然醸造仙台味噌
五風十雨

日替わりの刺身は、
板前と鮮魚店主の経歴を
持つ目利きの店主が築地から
仕入れたもの。「安くてうま
い！」と地元の人が太鼓判。

●☎ 03-6433-2911
●営 11：30〜13：30、17：00
〜LO22：00●休 日・祝日他

A

●☎ 03-3471-8358 ●住 品川区東大井
1-23-10 ●営 11：30〜13：30、17：00〜23：
00 ●休 水曜日 ●料 にぎり1個200〜400円

地元で愛され続けて85年。漁師
をうならせてきた江戸前ずしは、
大ぶりのネタで食べ応え満点。夜
は小鉢も充実。カウンターで店主
との掛け合いを楽しもう。

　冨
ふ

貴
き

寿司E

居酒屋まつり
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京急沿線の新着＆おでかけ情報

Photographer ／濱津和貴（表紙、3、12）、太田隆之（9）　Writer ／塚原沙耶（11）　Illustrator ／横山吉朋（2、12）

路線図

※冊子内の価格はすべて税込です。

■開催期間／8月15日（水）まで ■時間／各日10：00〜16：00 ■料金／無料  ■休館日／月
曜日 ■詳細／HP（http://toshiba-mirai-kagakukan.jp/ ）■お問い合わせ／ 044-
549-2200（火〜金曜日10：00〜17：30、土・日・祝日は18：00まで）

「京急川崎」駅から徒歩約 7分。東芝未来科学館では、東芝と鉄道のつながり
や技術について分かりやすくご紹介する夏休みイベントを開催します。川崎は
京急発祥の地。京急創立120周年を記念したワークショップもお楽しみに！

夏休み特別イベント〈東芝鉄道物語〜 in かわさき〉
■ 東芝未来科学館

■開催日時／8月25日（土） 8：30（受け付け開始）〜16：30 ※荒天中止 
■会場／横浜海の公園 ■最寄り駅／八景島駅他（シーサイドライン） 
■申し込み方法・詳細／HP（http://sportsfun.club）■お問い合わせ
／044-221-0360（有限会社オフィスプライヤ／平日 10：00〜17：00）

男女ミックス 4 人制ビーチバレ
ーボールで砂浜を熱くしよう。
今年は京急創立120周年にち
なみ、バレーボールワンハンド
パスなどの「120秒チャレンジ
イベント」も実施します。

京急スポーツフェスタ!! ビーチバレーボール大会
■ 京急電鉄

■営業時間／10：00〜21：00 ■詳細／HP（https://bandainamco-am.
co.jp/kids/tondemi/heiwajima/）■お問い合わせ／03-6404-9935

国内最大規模のトランポリン
やクライミングアクティビテ
ィー、 国内初のロープコースな
ど、体感型の遊びが集まった

〝体汗エンターテインメントセ
ンター〟が BIGFUN 平和島に
登場しました。未就学児が楽
しめるキッズエリアも充実！ 夏休みはトンデミで思いっき
りカラダを動かして、家族の思い出づくりをしてみては。

トンデミ平和島がオープン！
■ スペースアスレチック トンデミ “ヘイワジマ”

■開催期間／9 月 30日（日）まで ■最寄り駅／品川駅 ■詳細／ HP
（http://www.wing-net.ne.jp/takanawa/）■お問い合わせ／03-
3449-1436（ウィング高輪WEST）

本場さながらのイタリアン
やブラジルのシュラスコに
タイ料理。バラエティー 豊
かなレストランがそろう「ウィ
ング高輪 WEST」で、料理と
一緒にビールを楽しみませ
んか？ 館内にあるチラシまたは「京急EXイン品川駅前」
のルームキー提示で、おトクな特典もご用意しています。

BEER SELECTION 2018
■ ウィング高輪

■開催期間／各活動にて異なります。詳細はHPをご覧ください ■料
金／500円〜※別途入園料が必要となります ■詳細／ HP（http://
www.aburatsubo.co.jp）■お問い合わせ／046-880-0152

イルカの餌付けやカワウソと
の指タッチなど生き物との
ふれあいから、サメの歯を使
ったUVレジンクラフト教室、
夏ならではの昆虫採集体験
まで、さまざまな部活動を実施中です。今年の夏休み
の自由研究は「すいぞくかん学園」で！

すいぞくかん学園
■ 京急油壺マリンパーク

14



www.keikyu.co.jp
京急沿線マガジン「なぎさ」バックナンバーは、京急電鉄オフィシャルサイト「KEIKYU WEB」でお楽しみください。

制作／ noi 株式会社　Editor in Chief ／殿井悠子　Editor ／中野幸子（3、10、12）　校正／森谷仁美　Designer ／安田和樹

人形町の夏の名物は、大正3年創業のほうじ茶専門店が極上
＆希少な茶葉でつくる「ほうじ茶かき氷」（1,609円）。
●☎ 03-3667-2666 ●住 中央区日本橋人形町2-4-9 ●営 12：00〜LO17：00

（土・日・祝日は11：30〜） ●休 年末年始 ※詳細はHPへ人形町駅

のりかえなしで
都心へGO!
都営浅草線

森乃園
甘味処

■ 京急電鉄×都営交通×京成電鉄

相互直通50周年記念キャンペーン
スタンプラリービン5

ゴー

oー !!

■実施期間／9月 2日（日）まで ■スタンプ設置駅／京急線：三浦海
岸駅、金沢文庫駅、横浜駅 、都営線：大門駅、新橋駅、浅草橋駅、 京成
線：柴又駅、東中山駅、京成成田駅 ■賞品／〈全駅ビンゴ賞〉羽
田または成田空港発台北行き LCC往復チケット（各 1 組 2 名さ
ま）  〈相互直通賞〉オリジナルQUOカード 1,000円 分 （10名さま） 
〈京急・都営・京成ビンゴ賞〉各社オリジナルグッズ（各20名さま） 
■お問い合わせ／ 03-5789-8686（京急ご案内センター／平日 9：
00〜19：00、土・日・祝日 9：00〜17：00）

■実施期間／8月1日(水）〜10月31日（水）■応募締め切り／11月5日（月）
■賞品／〈全制覇賞〉※スタンプ３個で応募可能 ①京都ホテルオーク
ラペア宿泊券（３組６名さま）②大本山スタンプラリーオリジナルデザ
イン御朱印帳（30名さま）〈Ａ賞〉※スタンプ２個で応募可能 ①大本山
スタンプラリーオリジナル湯呑み （50名さま）②京急・京成・京王オリジナ
ルグッズ詰め合わせ（30名さま）〈Ｂ賞〉※スタンプ１個で応募可能　
京急・京成・京王オリジナルクリアファイルセット（150名さま） ■スタン
プ設置場所・時間と最寄り駅／「成田山新勝寺」8：00〜16：00（京成線
京成成田駅）「川崎大師平間寺」8：50〜16：00 （京急線川崎大師駅） 「髙
尾山薬王院」8：30〜16：00 （京王線高尾山口駅）■詳細／HP （ http://
www.daihonzan-cp.com/）■お問い合わせ／03-5789-8686  （京
急ご案内センター／平日 9：00〜19：00、土・日・祝日 9：00〜17：00）

京急電鉄、都営交通、
京成電鉄は相互直通
50周年を記念して、3
社局共同のスタンプ
ラリーを実施中です。
各社局3カ所、合 計 9
カ所のスタンプをカ
ードに押していただ
き、実 施 期間終了後
に発表される各社局
9 マスの駅配置ライ
ンがそろった参加者
に、 抽選で「台北行き
LCC 往復チケット」など豪華賞品が当たるビンゴ式のス
タンプラリーです。この機会にぜひ、直通電車で三浦半
島〜都心〜成田までの旅をしてみませんか。

真言宗智山派大本
山の 「成 田 山 新 勝
寺」「川崎大師平間
寺」「髙尾山薬王院」
でスタンプを集め
ると、 抽選で京都ホ
テルオークラペア
宿泊券などすてき
な賞品が当たりま
す。まずは各駅で配
布しているリーフレ
ットをゲット。詳し
くは、チラシ、 HPを
ご覧ください。

■ 京急電鉄×京成電鉄×京王電鉄

電車で行こう！ 第5回大本山スタンプラリー

次号は、2018年10月1日（月）発行予定です

PRESENT
葉山マリーナ クルージング＆ランチプランペアチケット   2 組 4 名さま

締め切り8月20日（月）必着
※当選者の発表は、賞品の発送を
もって代えさせていただきます。

宛先／〒 108-0074 港区高輪
3-25-23   京急第2ビル 3F
㈱ 京 急アドエンタープライズ  

『なぎさ』610号 プレゼント係

はがきに ① 郵便番号・住所・電話番号、②氏名・年齢、③本誌の入手場所、
④今号で面白かった記事、⑤本誌デザイン・内容についてのご感想、をご記入
のうえ、ご応募ください。※ご応募いただいた方の個人情報は、アンケートの集計
および賞品の発送以外の目的で使用することはございません。
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AD

（平日9:00〜19:00 土・日・祝日9:00〜17:00）

京急線の時刻や運賃など京急に関するお問い合わせは

※営業時間は変更になる場合がございます。
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